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図書館舅の資質
文学部教授草野正名
いわゆる戦後、大学図＝館の機能にとって教育
と研究とは多種多様化し、図＝資料の集蔵は激増
しだ。このような戦後の時代的転換期のもとで大
学図書館は、過去の研究員料を＝め、最新の学術
文献、定期刊行物、さらに海外の学術研究資料な
どの収集・整備に大きな努力を傾けてきた。
図書館学の分野では図書館二の資質として専攻
分野の知識、外国語の知識、図書館学の知識（分
類・目録・書誌・抄録・索弓|など）などの必要性
が強調され、多くの図書館員か研||参などに積極的
に参加し、その教育・学術の驚異|ﾖDな進展の動向
に対応してきた。
そして日本の大学図書館は、各種の参考・主題
図＝、学術雑誌、書誌類の整備拡充、指定図＝・
予約図書制度など、貸出・開架式の積極化で、世
界各国の大学図二館に比しても刮目すべき発展を
続けてきた。
大学図書館は、いわば学術研究・教育を志向す
る教員と学生、それに図書とを図書館員か結合し
成長していく有機体とも云える。
戦後、ことに自然科学系の学部・研究所などの
専門図書館の発展か目ざましく、そうしたことか
学内での中央図書館による集中管理方式と分散管
理方式との可否をめぐる議論を生み、「大学図書
館改善要項」の中ては、集中管理方式の示唆をみ
るに至った。
大学図書館の多様な機能化につれて、いつしか
研究者と図書館資料の間を橋渡しする参考司書・
ドキュメンタリストによる高度の専門的能力が要
求され、そうしたことか新しい近代的大学図書館
建設の動向にも強い刺激を与えだ。
それに0F会、大学図書館での''１吉報管理思想の導
入は、研究者のために学術'|胄報の蓄積と検索を容
易にすべき各種手段の進展を生みつつある。研究
者と研究室と図書館との間の有機的な一体化かま
すます強調され、各種多様な学術研究図書資料の
充実整備はもとより、検索資料としての自他館の
蔵書目録、解題＝誌、主題・著者＝誌、抄録・索
弓|類の｛乍成整備拡充にと図書館員への期待は果し
ない。研究者からは新着の専門誌の目次を複写し
て配布するコンテンツシートサービスcontents
sheetserviceまでも要求される。
ことに'|胄報管理思想は、図書館業務の機械化を
促進せしめる要因となって、会日では電子工学的
な''１胄報処理、自動制御機能を(篇えだ装置などの利
用段階へと進みつつあり、これらも合日まで蓄積
してきた図書館員の専門的能力によって、やがて
達成されていくものと期待されている。
かくて図＝館員の資員は、ますます多様化か要
求され、専門化してゆくものとみられている。
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図書館における視聴覚ホールと響き
－西洋音楽と建築一
ｌＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＩＵ
音楽か文学的内容を含み、美学的思想を伝えよう
としているならば、われわれはその芸術作品の学
術的内容を含めた文化的環境を知らねばならない
義務かある。
●はじめに
音楽芸術のもつ、あの優雅で気品のある詩的な
輝き、たとえ人びとのつぶやき声や演奏家が発す
る騒音でさえも美しく天国的な和音となって人を
感動させる響き。
われわれの身近にある大学図書館の視聴覚ホー
ルで、こんなに美しい音楽を鑑賞することは不可
能である。レコード演奏で技術的に可能であって
も、音の自然な性質を生かしたホールの設計がし
てないために音楽か美しく響かないのである。数
世紀も前からヨー□シバでは人びとが正しい音楽
の響きを鑑賞していたと云うのに、日本ではどこ
の図＝館の視聴覚ホールでもそれを鑑賞すること
かできないのはなぜだろうか。
その原因|こついて、次号と２回|ごわたって考察
してみたい。
●音楽と建築
ヨー□ツパ音楽の歴史は、バロツワ時代にその
起源を求めることができる。無論それ以前のルネ
ッサンス期において音楽史の概念形成の墓礎が置
かれているとはいえ、われわれが比較的害:易|こ接
することができるのは、400年から500年前からの
音楽である。
（□ツワ時代の音楽はどんな文化的環境に置か
れていたのだろうか。
1506年着工のローマのサン・ピエト□大聖
堂は、すべての（□ツワ建築家にとって古代
建築と並んで最高の研究対象であり続けだ。
（中略）（□ツワ様式は□－▽に起こった。
この命題は、まさに様式史の核)Ｕ的命題とな
っている。
フーバラ･エーリッヒ『（□ツワ･□ココ美術』
（グラフィック社）Ｐ15-16
音楽の歴史をたどって行くとき、古代建築から
ルネッサンス期を経て（□ツワ建築へと成長して
いった建築史と同じ歩み方をしていることかわか
る。ヨー□シバ音楽は古代建築の内に誕生し、ル
ネッサンス期に成長して、（□ツワ建築の内に開
花したといえないだろうか。この間の事|冑を人び
との日常生活の出会いのうちに見てみよう。
●ヨー□シバ音楽の文化的環境
音楽芸術ほどその8寺代と地域の文化的環境に影
響され易い芸術はまれである。まだ、音楽ほど人
びとの善意によって誤解され易い芸術もまれであ
る。初めて目|こする＝語と楽器によって演奏され
る音楽であっても、われわれは直ちにその美的内
:言を感知することができるのは音楽のもつ特権で
ある。ヨー□シバ音楽か異なった文化的環境の中
て、それなりの美的認識を得られるのは、音楽の
もつ天''１生なのかもしれない。けれど、もしもその
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瑠璃等の独特な節ロしかよく響く。
これに対して、ヨー□ツバ音楽か育ってきだ建
築様式は、様々な型や大きさの石を組合せた石積
みの構造と高い天井、磨きぬかれた石の床と広い
室内。ここに生まれ育つ左楽器の響きや発声の(士
方か日本とは異なるのは当然である。
西洋の楽器の中でも最も代表的な楽器の－族で
ある弦楽器について調べてみよう・
ヴァイオリンは弦楽器の中でも最もポピュラー
な楽器であるか、ティティアン、ミケランジェ□、
ラファエルのいたルネッサンス期にアンドレ、ア
マーティによって完成された。''560年頃である。
その後約２世紀の間|こ北イタリアの小さな町ワレ
モナで製|乍されたヴァイオリンは、その後ほとん
ど改良される必要がなく、アマーテイ家の子孫た
ち|こよって世界中に送り届けられた。その完成度
の高さは世界の楽器の中でもぬきんでている。し
かも、400年も昔というのだから驚く。
先日、あるヴァイオリニストに名器だと己'|曼し
ている楽器を持参して貰い、和室と洋室での音色
の違いを比較テストレだ。和室は障子が２面と京
壁か２面の８畳の部屋であり、洋室は天井を４４５
ｍと高くした528,2の音楽室である。
その結実は、各音程での'ワイナミッワ・レンジ
の広さ。音の美しさと気品の高さ。凡ゆる音域に
おける均等とバランス。音域全体のエネルギー感
と音三・音の臨場感と繊細さ。音響物理学と人間
の聴感上の特性を皇礎にして設計した音楽室と、
和室での音質の)崖いをあらためて思い知らされた。
次回は、視聴覚ホールを設計する場合の音響処
理の具体的な施工例と、音楽上の音響物理学的''１生
筥と聴感上の問題点として、天井を高くするとな
ぜ音質かよくなるか等を、私の体験を通して書き
たいと思う。（つづく）
●音楽ホールとしての響き
ルーブル美術館は大理石が敷きつめられていて、
足早に歩くと大きな音か室内一ぱい|こ響きわだっ
てしまうといわれている。美術作品を鑑宣し'こ訪
れる人びとは、つま先だって歩かなければならな
い。そのことか身体の緊張を生みだし芸術に接す
る魂の緊張を創りだす。響きのある空間は自ら積
極的|こ静寂を創りだそうとＩＤ構える。
芸術や学問研究のみなもとか、自ら参加するこ
とだとするならば、われわれの大学図書館は技術
的な'|胄報を利用者に与える場所ではあっても、わ
れわれに語りかけてくれる帆あるもの〃を、ここ
ろのうちに感受できる場所ではない。吸音板を張
りめぐらした室内は与えられる静寂ではあっても、
自ら創造する静寂ではない。安易な理解はできて
も、自ら創造する精神の緊張を生みだしてくれは
しない。
古代芸術のあらゆる様式を飲み込んだ（□ツク
建築は、高くて曲線的様式の天井、大理石の広々
とした室内、美しい色彩と装飾の光と影。彼らは
ここで美しい発声法を身|こつけ、自分の内llljlに目
を向けることを学ぶ。
オッワスフォード大学のワライスト・チャーチ
の礼拝堂は、合は食堂となっていて、多勢の教授
や学生が集まって食事をしながら会話か交される
か、決して騒がしくない。それどころか、彼等の
会話や食器の音が高い天井に美しく響いて、ここ
ろの充実感を覚えるそうである。
●日本楽器と西洋楽器のちがい
日本の音楽と西洋音楽の違いか、建築様式の違
いにあることはよく知られていることである。障
子、襖、旨、低い天井の薄い木の板と土の壁。お
まけ|こ狭い部屋。このような部屋では、三味線、
尺八、琵琶、琴、そして新内、長唄、義太夫、浄
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わたしの研究生活第２回
のブラック･ボックス
政経学部教授山田昭
研究生活は'|'吉報の入力を知識の出力に変えるｲﾉＥ
業である。その働きは外部からは明らかでない。
この点は「ブラック・ボックス」すなわち密閉さ
れた電子装置のからくりと相通じる。研究のブラ
ック・ボッワスは記I|意力や機械的な''１吉報処理の''１生
能においては電子装置|こは到底かなわない。しか
し直観的判断や肩U造的発想など、機械にはない感
'１生能力を持つ。
わたしは古代民族の移動と貿易の起源という極
めて古い問題と取り組んでいる。先史時代以来伝
わる'|胄報とアイデアのひらめきを中ＩＵに、貿易起
源の謎の究明を目指している。わたしのブラッワ
・ボックスの'|胄報処理のメカーズムの－部を紹介
する前|こ、'|'青報と知識についての私見を述べたい。
問題の苔は小学の知識で得られる。その知識はあ
まりにも初歩的であり、８音示'|'生を持たないので、
'|冑報としての価ＩＥは零に等しい。
’|吉報のＩｍｌＥは'|胄報を使う人の問題意識|こよって
決まる。ある人|ことりあまり価(直のないI|吉報でも
別の人|こは大きな価(Ｅを持つことがある。''１吉報の
価ＩＥを測る尺度は相対的で、各人がそれぞれ独自
の物差しを持つといえよう。これに対し知識を測
る尺度は普遍的である。
２．'|青報をとらえるアンテナ
問題解決の第一のステップは'|胄報を集める作業
である。'|胄報はブラック・ボックスの外にあるの
で、'|胄報をとらえるアンテナを外面|こ向けて伸ば
さなければならない。しかし'|胄報のIul要''１生はブラ
ック・ボックスの内面の問題意識によって誘発さ
れる。アンテナは内面|こ向ける必要もある。外面
のアンテナは'|冑報源を、内面のアンテナは問題の
本質を探るものということができる。この二万面
|こ｛申びるアンテナは植物の枝と根のように双方バ
ランスを保ちつつ成長すべきもので、－万だけか
|申びても効果は上がらない。
１．１|胄報と知識
わたし7Eちは多くの問題|こ追われながら生活し
ている。問題には大別して解笘を求めるものと解
決を求めるものの２種類かある。例えば数学や物
理の問題の多くは解答を求める問題であるが、政
治、経済や社会の問題は解決を要求する。英語で
は問題をquestionとproblemの２様|こ使い分け
ている。数学の問題を解く場合は'|胄報よりも知識
かものをいう。知識は学習や研究によって得るも
ので、正確さか知識の価値の中ｌＵとなる。
’|胄報が知識と区別される点は、'|吉報は暗示''１生、
又はiilM密''１生を持つことであろう。''１吉報の価|直は専
らその有益''１生、すなわち、ある''１吉報が特定の問題
の解決に役立つかどうか|こよって決まる。四目Uの
内面のアンテナ
問題の本質を追及するアンテナの仕事を逐次述
べよう。まず問題をいくつかの要素に分析する。
大きい問題を小さい問題の集まり|こ変え、小さい
問題を|固別|こ解決するよう|こわたしはｌＵ掛けてい
る。時間かない場合は全体よりも－部を選んでそ
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の解決を計る万か賢明である。さらに自分か解決
すべき問題は具体的|こ(可であるかを追及する。自
分は何をいいたいか。誰を納得させたいか。どん
な形式で問題を解決するか。これらの点を自問自
答しつつ、問題意識を具体化、細分化していく。
この内面のアンテナは'|胃報の分類、整理の作業の
皇礎にもなる。
尼。わりと|更利なので使い方を冑単|こ説明しようｃ
カード１枚|こ'|'胄報１項目を出典と共に記入し、上
欄にそのカードの見出しと番号をつける。類似の
見出しを持つカードをまとめてインデッワス・カ
ードをつけ、バインダーにとじる。１冊のバイン
ダーにはインデッワス・カード５枚とやく百枚の
カードを収容する。最初の５ページを目次とし、
カードの見出しの一覧表を作る。この方法は'|胄報
の索弓|に重宝である。ただ、バインダーは収納の
スペースをとり過ぎるので、現在はファイル・ボ
ックスを併用している。
外面のアンテナ
外面のアンテナは求める'|胄報かどこにあるかを
知るのに役立つ。最も手近で一般的な'|胄報源は辞
書、百科辞典、年鑑などの参考図＝である。研究
分野によっては専門の辞＝や解説書かあり、研究
テーマに関する洞察を深める手助けとなる。わた
しは辞＝、図鑑、地図、全集ものの索引などの参
考図＝を手の届く範囲内に苣＜よう|こしている。
図＝館|こ備え付けの書名、件名、苦言名別索弓｜
カードは'|胄報源のアンテナとして利用している。
出版社や書店が発行する案内目録や書籍の広告も
参考になる。'|胄報とアイデアのオアシスは神田や
本郷の書店街にもある。
４．１胄報の地図
わたしは記'|意力|こ頼らず、カードに頼るよう努
めている。機会あるごとにカードの内容を見て'|胄
報を反すうし、'|胄報の比較と'|胃報間の関係につい
て考える。研究の目的は新しい知識を生むことと
lＵ得ているか、新しい知識は概念の意外な結合に
よって生まれる場合か多い。換言すれば'|胄報と'|冑
報を合まで考えつかなかっだ、意表をつく方法で
結びつけること|こより独創的なアイデアか生まれ
る。しかしたんに意外な発想だけでは知識とはい
えない。常識で考えると意外であるか、その根底
には理性と感''１生の融合し7E、ある種のＩＵ然''１生か認
められなければ新しい知識は生まれない。さもな
ければ意外ＩｌＩ生は単に詩人の空想、愚者のもう想に
終ってしまう。
わたしは''１吉報の番地を参考|こして古代貿易と民
族移動の地図を作る作業を続けている。'|胄報の閂
に新しい道を発見しようと努力している。その発
想の源泉はブラック・ボックスの中でも最も暗い、
分析の及ばない部分である。
３．’|胄報の番地
研究が進む|ごつれて作業の重点は'|胄報実収から
'|胃報の分類、整理の問題へと程行する。,|胄報を記
録するカードのサイズは大小さまざまで、各種の
市販品があるか、Ｂ６判か適当であろう。
’１胄報は階|言分類、つまりカード|こ番地をつけて、
市町村名の区分けを示したファイルに入れる要領
で分類する。例えば「古代貿易」のファイルを｢貿
易品目－，「輸送手段」などに分け、「貿易品目」
をさら'こ｢金|言」ｒ動物-,「植物｣などの項目に細分
する。
’'１吉報の分類は問題意識の分化とカードの三の増
加に従い、Ｉｕｌ１要|こ応じて徐々に改善していく。最
初から完成した分類法は期待し難い６
わだしは13の角穴のついだ'|胄報カードを使用し
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それらの注釈書を加味して自分の主張するところ
へと導いてくるのか、昔通行なう方法です。これ
らの膨大な史料を個人で所官することは現実には
不可能ですから、勉強しようと思えばｕ１然的|こ図
三宮目を利用せざるを得ません。
私は専攻か中国古代史で、図書館でよく古典史
料を利用します。現在どのようなものを|吏うかと
＝いますと、『史記』『漢書』『後漢＝」『三国志』
『水経』「山>毎経』『春秋』『罠治)邑鑑』などです。
これらの＝物は耳|こされたことかあると思いま
ところで、では本学の
図雪館か私のLul要とする
史料をすべて所白してい
るかというと中々という
状況です｡EZl三#肖官には｢学
生受入希望図壹制度」が
ありますから、私も直々
勉強にlu1要な本を買って
買っていますか、ただ、
台潭や中国本土から取り
るのか難点です。学生時
すが、よく書店に並んで
いる邦文訳の本では、私
にはほとんど↑受立ちませ
ん。どうしてか？中国
|こおいては一般的に官学
とされ厄|需学が学問の主
流とされたため、昔から
学壱はこれら古典に対す
る注釈を施し、原典のこ
と|まを補い、あるいは評
蔵書を一層
充実してほしい
文学部東洋史学専攻
４年新福重明
寄せるとき|こ0寺冑が桂卜かるのか難点です。学
代という期間の限られだ閂|こ'土上げね|まならない
レポートや卒論等の(乍成|こ図＝館を利用するので
すから、会後とも史料の充実をお願いしだいと思
います。
論し、論理の展開を|云統的|こ行なってきました。
現在では古典を研究するには、これら、ｿ主帆とか
巡疏１Nなどと＝われる原典|こついての>主釈書を参
考とし、史料として利用しないでは何もできない
という特性かあります。
注釈＝はひとつの原典に少なくとも数種あり、
著者からひとこと
アドルフ・□－ス（SD選書165）
工学部助教授
|尹藤哲夫鹿島出版会〔289.348-Ｌ87〕
く、（云統と離れず意味のある装飾を（そうし
左否定の＝|こもかかわらす）平気て使用して
豊かな内部空間が展開する素晴らしい建築を
つくったのです。
本書はウィーンという都市の文化、精神と
関わりながら形成されていったこの建築家の
思考を考察したものですか、建築科以外の学
生か、ひとつの建築の成立の背後に、どれ程
深く広い建築家の患者かあり得るのか、是非
本書を手懸かりとして知ってもらいだいもの
です。
アドルフ・□－スという人は、）豆飾に満ち
左建築か多かった19世紀末に『装飾は罪悪で
ある』という百名な＝|ごよって、私達か日々
街中で経験する近代建築の成立に大きな影響
を及ぼし7Ｅオーストリア・ウィーンの建築家
です。
ところでそうした装飾を、そしてＩ云統を棄
てて成立した近代建築|こは、□－日□て、人閂
昧か少ない、魅力あるものが少ないとも＝え
るのですが、このロースという建築家かそう
し7Ｅもの>をつくつ7巨人かというと、そうてな
｣し
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図書館では、みなさんから
の質問に、資料をもとにして
お答えしています。実際にあ
った事例を紹介しましょう。レファレンス
会誌』というのは「日本法政新誌』の間違いであ
ろうと推三された。『日本法政新誌」は昭和10年
|こ創刊された雑誌で、途中何回か改題をしながら、
舍日の『日本法学』へと連なる雑誌である。ｒ日
本法政新誌」は生|曽所蔵していないので、発行大
学である日大の図書館へ文献複写依頼を出す。ま
もなく返事かあって、9巻５号には当該論文か載
ってないとのこと。次に「日本大学経済学部図書
館雑誌目録』を調べてみると、昭和34年|ここの雑
誌に『総目次（人名索弓|)」（日本法学会）が千U行
されていることが判明した。当館では末所蔵であ
るところから、電話にて『総目次』の検索を再度
依頼する。しかし、そこにも見当たらないとのこ
と。これで考えると、この論文は『日本法政新誌』
に登載されたものではなく、前記文献目録の誤記
であろうと思われた。更に可能''１生のありそうな各
種の書誌類を検索してみるか、矢張出てこない。
そうこうしている間に、金森徳次郎は国会図書館
の初代館長であったことか想い出された。さっそ
く国会図＝館へ参考依頼をすると、後刻返事があ
って、「自治研究』に載っているとの口答を得だ。
質問近江聖人について調べたい。
回答人名には、諄・字・号・通称・敬称等いろ
いろある。これらの別名から相談をうけたときは、
まずその本名を明らかにしなければならない。そ
こで『日本史人名辞典』（歴史図書社）に付載さ
れている別名索弓|之部で引いてみると、中江藤樹
であることかわかる。中江藤樹は思想の巾の広い
巨人であるので研究書もまだ多いか、当人の著作
をみるには、『藤樹先生全集」（岩波）か|更利であ
ろう。
質問金森徳次郎の書いた「国内法としての条
約」（『日本法政学会誌』9巻5号掲載）をみたい。
回答『日本法政学会誌』は各種雑誌目録をみる
か出ていなかった。そこで当館所蔵の金森徳次郎
の著作をいくつか調べてみると、『憲法這＝』（学
陽書房）の巻末にⅦ金森徳次郎憲法関係主要文献
目録〃か付試されてあり、その中に「国内法とし
ての条約日本法政新誌９巻５号」とある。こ
れで見ると、利用者の請求してきた『日本法政学
↓論,illl1liFJ11鑿i:;｛
Ｎ唖《輻
PザLF上ず凡§Ｐェ面
加藤秀俊対談明治メディア者
中央公論社昭５５〔O7021-Ka86〕
前田宏他編わいせつ事件裁判例要旨集（刑事資
料集３）
高文堂出版社昭４８〔326098-|＜e23-3〕
山梨地方病撲滅協力会地方病とのたたかい
同会昭５２〔493.16－○43〕
松山幸雄曰本診断
朝日新聞社１９７８〔319.1-Ｍa91〕
特許庁工業所官権法研究会編知っておきたい特
許法
大蔵省E､刷局昭５６〔3285072-Sh92〕
111丼健無効の研究
一粒社昭５４〔324144-Ｋa93〕
同刊行会編極東国際軍事裁判公判記録Ｉ・ＩＩ
富山房昭23～２４〔32967-Ｋy4-1～2〕
しよういん２号(1981.10）７
と重複しないもので新＝・文|車判・雑誌類以外の
ものであること。手続きは各運営委員を通じて行
なうこと等が決められた。
まだ委三と図三館側との間で質疑応答が交わさ
れたか、委員より特に本字図書館の現状からでき
るだけ早い機会に独立の図＝館を新築されたい旨
の強い要望が出された。図書館運営委員会について
昭和56年度の図＝館運営委員会委員は、下記の
先生方に委嘱された。
政経学部教授矢崎正徳
政経学部,,部助教授連水星夫
体育学部助教授中原凱文
工学部助教授斎藤忠義
法学部教授椿幸雄
文学部教授草野正名
教養部教授滝上勉
短期大学教授種子田重彦
本年最初の運営委員会か、６月11日13時より世
田谷本校回＝館の共同研究室'こおいて、各運営委
員、図書館側から館長．事務長の外'こ関係職員４
:名が参加して開かれだ。
図書館長の挨拶の後、例年行われている「学生
用図書の推薦」を中心議題として議事が進めら７，
だ。この「学生用図書の推薦」の趣旨は、図＝館
にて選択購入している図書では、学生用としては
必ずしも十分ではないので、先生方のご協力をお
願いして教育に蘆漏のないよう繊密な収＝を行う
だめのものである。
会議の結果、推薦限度額は政経学部（大学院、
,,部を含む）575万円、体育学部315万円、工学部
340万円、法学部330万円、文学部380万円、教養
部350万円、短期大学260万円、合計2'550万円が
決定した。なお期限は海外雪か１０月３１日、国内書
は57年１１Eﾖ31日まで|こお願いしたい。推薦に当っ
ては、学生用図書を原則とすること、図雪館蔵＝
蔵書100万冊の夢
蔵＝三は質の面を台､わせて考えれば、その大学
の知的評価の墓礎となりうると＝われています。
学|こ志した者をはじめ卒業生にとっても、もてる
カニを発揮するためのひとつの保障であると申せ
ます。
本学には、文武両道の精神が脈うっています。
かつて、前総長先生は帆蔵書百万冊〃の夢を語
っておられましだ。本学か総合大学で、まだ学部
構成も多部門にわたっていることを考えますと、
この理想を夢のままにしておいてよいとも思われ
ません。利用者のみなさんの実感はどうでしょう。
本館の受入実績は下表のとおりですが、この増
加ペースでいきますと、目標にはあと三＋余年か
かることになります。
本館では予算を最大限育効|こ使うよう努力して
いますか、理想の早期実現のだめに、図書館に御
理解ある学内外の万のご寄贈をお願いしています。
－昭和55年度図書・雑誌の受入実ｉｆ喜子
図書総受入冊数利害洋書
２０１０７１６，８２８3,279
雑誌総受入種類数和雑誌洋雑誌
2,3531,923４３０
昭和55年度図書・雑誌の所蔵状況
ロー全所蔵冊数利害洋害
307,156225,83781,319
雑誌全所蔵種類数和雑誌洋雑誌
２４２７′１９８５４４２
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